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歳入歳入
263億263 億

歳出歳出
263億円263 億円

まなぶ

※金額は１万円未満で四捨五入

民生費（28.3㌫）
74億 3,540 万円

総務費（15.2㌫）
39億 8,540 万円

公債費（11.0㌫）
28億 8,700 万円 衛生費（12.0㌫）

31億 6,840 万円

教育費（10.6㌫）
27億 8,660 万円

土木費（10.6㌫）
27億 9,320 万円

農林水産業費（5.1㌫）
13億 3,840 万円

消防費（3.6㌫）
9億 4,370 万円商工費（2.5㌫）

6億 6,770 万円

会計別 予算額 増減率
国民健康保険事業特別会計 53億 6,080 万円 1.0㌫

介護保険事業特別会計 62億 6,340 万円 4.4㌫

遠山財産区特別会計 30万円 0.0㌫

上財産区特別会計 90万円 0.0㌫

後期高齢者医療特別会計 7億 9,960 万円 6.4㌫

合計 124億 2,500 万円 3.1㌫

議会費（0.8㌫）
2億 200万円

　
令
和
４
年
度
の
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の
予

算
を
確
保
し
、
地
球
温
暖
化
対
策

を
含
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

に
加
え
、
子
育
て
環
境
の
充
実
や

リ
ニ
ア
開
通
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
、
市
民
の
誰
も
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
働
き
続

け
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
た
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

会計別 予算額 前年度比 増減率
一般会計 263億円 ２億７，０００万円増 1.0㌫

特別会計 124億 2,500 万円 ３億６，８８０万円増 3.1㌫

企業会計 93億 6,540 万円 ９，７７０万円増 1.1㌫

合計 480億 9,040 万円 ７億３，６５０万円増 1.6㌫

労働費（0.2㌫）
5,720 万円

その他（0.1㌫）
3,500 万円

会計別 予算額 増減率

水道事業会計
収益的 16億 6,830 万円 2.2㌫
資本的 14億 1,180 万円 16.3㌫

下水道事業会計
収益的 18億 7,740 万円 △ 3.9㌫
資本的 11億 1,070 万円 36.4㌫

病院事業会計
収益的 18億 8,000 万円 1.3㌫
資本的 7億 4,080 万円 △ 38.1㌫

国民健康保険診療所
事業会計

収益的 5億 4,170 万円 △ 0.1㌫
資本的 1億 3,470 万円 119.7㌫

合計 93億 6,540 万円 1.1㌫

譲与税など（3.0 ㌫）
6億 6,450 万円

市税（26.5㌫）
69億 6,750 万円

繰入金（1.3㌫）
3億 5,343 万円

使用料および
手数料（1.3㌫）
3億 3,804 万円

諸収入など（7.0㌫）
18億 2,202 万円地方交付税（33.5㌫）

88億円

市債（7.1㌫）
18億 6,170 万円

県支出金（7.0㌫）
18億 4,712 万円

国庫支出金
（8.9㌫）
23億 4,349 万円

地方消費税交付金
（4.6㌫）
12億 1,900 万円

地方譲与税など（2.8㌫）
7億 4,770 万円

市の予算
令和４年度 令

和
４
年
度

施
政
方
針

　
本
年
度
は
第
２
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画

２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た

新
た
な
事
業
を
加
え
、

引
き
続
き
、
住
み
続
け
ら
れ
る
恵
那
市
づ
く

り
を
、「
は
た
ら
く
」「
た
べ
る
」「
く
ら
す
」「
ま

な
ぶ
」
の
４
本
柱
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

はたらく

たべる

くらす

（
令
和
４
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

小
坂
市
長
の
施
政
方
針
よ
り
）

、

特別会計

一般会計

予算総額

法人数の増加による法人市民税の増額や軽減措置の
廃止に伴う固定資産税の増額、地方交付税の増額な
どによる増収を見込んでいます。

子育て総合支援の拡大や省エネ住宅の推進、自主運
行バス事業、中央公園再整備などで、市民一人当た
りに換算すると５４万３，７１４円です。

歳
出

歳
入

自主財

源（
36.0

㌫
）

自主財

源（
36.0

㌫
）

自主財

源（
36.1

㌫
）

94 億

8,098
万

円

94 億

8,098
万

円

94 億

8,098
万

円

企業会計

　
　
財
務
課

２
６
―
２
１
１
１

（
内
線
３
３
５
）

問

働　
恵
那
西
工
業
団
地
の
開
発
を
進
め

本
社
機
能
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
含

め
た
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 く

場
を
創
出

内
事
業
者
の
経
営
力
向
上

市　
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
を

活
用
し
た
販
路
開
拓
な
ど
の
事
業
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
対
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
食
店
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

や
商
品
を
「
え
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商

品
」
と
し
て
認
定
し
、
付
加
価
値
を

付
け
る
こ
と
で
来
店
者
の
増
加
や
販

売
拡
大
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
総
合
支
援
の
拡
充
と
し
て

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
を
１８

歳
ま
で
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

学
童
保
育
な
ど
の
第
３
子
以
降
の
利

用
料
免
除
、
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア
の

充
実
や
産
婦
健
康
診
査
費
の
助
成
、

育
児
休
業
中
の
こ
ど
も
園
の
継
続
利

用
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に

多
世
代
が
交
流
で
き
る
場
所
を
提
供

す
る
た
め
、
中
央
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
、
遊
具
や
駐
車
場
な
ど

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

ら
れ
る
よ
う
支
援

安　
６
月
か
ら
、
恵
那
駅
周
辺
の
ま
ち

な
か
循
環
線
バ
ス
を
２
路
線
運
行
す

る
と
と
も
に
、
交
通
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
設
置
し
、
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

通
弱
者
や
来
訪
者
が
移
動
し
や

す
い
環
境

交

　
発
酵
食
品
の
魅
力
を
伝
え
る
発
酵

ソ
ム
リ
エ
の
育
成
に
新
た
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
親
子
で
食
材
の
選
び

方
な
ど
の
基
本
か
ら
学
ぶ
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
料
理
教
室
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
恵
那
の
味
を
伝
承
す
る
た
め
、
年

中
行
事
で
食
べ
ら
れ
て
き
た
伝
統
食

の
レ
シ
ピ
本
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
市
内
の
食
文
化

や
食
材
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
と
食
育

を
推
進

食　
中
野
方
町
の
モ
デ
ル
地
区
に
お
い

て
市
場
調
査
な
ど
に
よ
り
選
定
し
た

作
物
を
栽
培
し
、
市
内
で
の
地
産
地

消
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ

な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
農
業

機
械
の
導
入
を
支
援
し
、
農
業
所
得

の
向
上
や
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
の
調
理
室
が
完
成
し
た
た

め
、
対
応
給
食
の
提
供
を
順
次
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

料
自
給
圏
の
構
築
や
食
料
自
給

率
の
向
上

食

化
す
る
教
育
環
境
や
少
子
化
に

対
応

　
教
育
環
境
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
恵
那
南
地
区
の
中
学
校
再
編
を

含
め
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た

め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
学
習
ア
プ
リ
の

積
極
的
な
活
用
に
加
え
、
バ
ー
チ
ャ

ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
を
活
用
し
た
学
び

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
よ
り
良
い

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境
を
整
備

し
、
引
き
続
き
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

変
岩
村
振
興
事
務
所
を
郷
土
の
先

人
の
顕
彰
拠
点
施
設
に

　
地
域
と
の
協
議
や
概
略
設
計
を
進

め
、
生
涯
学
習
都
市
「
三
学
の
ま
ち

恵
那
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

旧

１

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
設
置
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
市
産
材
を
活
用

し
た
省
エ
ネ
住
宅
の
建
設
を
支
援
し

「
脱
炭
素
社
会
え
な
」
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

球
温
暖
化
対
策
や
林
業
振
興
を

推
進

地

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
競
技
力

の
向
上

　
笠
置
峡
ボ
ー
ト
カ
ヌ
ー
場
を
拠
点

と
し
た
ア
ク
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
な
ど
の
指
導
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

生

依
存
財

源（
64.0

依
存
財

源（
64.0㌫㌫））

依
存
財

源（
63.9㌫）

168
億
1,902 万円




